
栃木県立鹿沼高等学校 書道部 の活動方針及び年間活動計画等

目標

活動
方針

休養
日

活動
時間

月 参加予定大会等 その他

４
○万蹟展に向けた作品制作 半紙練習
　　→全紙での臨書作品制作（書道室・２号棟）
〇HP用 学校名揮毫

依頼を受けた書き物を揮毫

５
○ 万蹟展に向けた全紙臨書作品制作
〇部活Ｔシャツ原版揮毫

　　　　　　　〃

６
○実技講習会（コロナウイルス対策のため中止）
○万蹟展に向けた創作作品制作

　　　　　　　〃

７
○万蹟展に向けたテーマ作品制作
〇作品の裏打ち・表装作業

　　　　　　　〃

８
○令和７年度万蹟展　　会期　/９(土 )～/１０(日)
〇鹿苑祭　８/２９（校内）・３０（一般公開）にてパ
フォーマンス書実演

　　　　　　　〃

９ ○下野教育書道展出品 　　　　　　　〃

１０
〇栃木県高等学校書道展出品作品制作
〇卒業アルバム表紙揮毫

　　　　　　　〃

１１
○栃木県学校教育書写書道作品展 出品
〇生徒会氏表紙「鹿苑」揮毫

　　　　　　　〃

１２
○栃木県高等学校書道展出品

　　　　　　　〃

１
○上都賀地区書初展・書初中央展出品
〇鹿沼市民書初め展出品

　　　　　　　〃

２ ○ 次年度の万蹟展に向けた作品制作開始 　　　　　　　〃

３ ○ 　　　　　〃 　　　　　　　〃

○平日は2時間半程度で1９時完全下校とし、休業日は３時間程度とする。
○定期試験初日の１週間前から定期試験実施期間（最終日を除く）は原則として活動を行
わない。

○書道を通して心身を鍛え、集中力・表現力を養い、書写能力の向上を目指す。
○生徒主体の作品制作活動を通してコミュニケーション力を高め、自己肯定感・責任感・連帯感の
育成を目指す。
○部活動の実施に当たっては、学業との両立をはかり、生徒の心身の健康・安全を第一に考え、生
徒間の話し合いを尊重する。

○生徒間や生徒と顧問間等のコミュニケーションを大切にし、望ましい人間関係の構築を目指す。
○学校生活や家庭学習に支障のない範囲で生徒一人一人の技術向上を図り、各々が充実した作品制
作が出来るよう、互いに気持ちを高め合いながら活動する。
○生徒の健康管理に十分配慮し、適正な休養日を確保する。

○原則として前期は毎週日曜日、後期は土・日曜日を休養日とする。
○長期休業中は連続した休養日を設ける。


